
定定員 講講師 ￥費用等内内容

1900(明治33)年９月11日、東京の
新橋と上野駅前に日本初の公衆電話
が設置されました。当時は「自動電話」
と呼ばれ、交換手を呼び出し、お金を入
れて相手に繋いでもらうという方式で、
１通話５分で15銭。今なら3,000円く
らいの高額な料金でした。

作画：下保谷　野﨑悠人

９月11日　公衆電話の日

記
念
日
に
ち
な
ん
だ
ま
ち
が
い
さ
が
し
絵
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。
ま
ち
が
い
は
５
つ
。
解
答
は
２
面
下
に
。

※タッチの違いや色の濃淡はまちがいに
含みません

ゆうと

2015. ９. １ （4）西東京市公民館だより

☎
090
・
２
３
３
７
・
７
８
８
１

利
用
者
懇
談
会

秋
の
利
用
者
懇
談
会
を
左
記
の
日

程
で
予
定
し
て
い
ま
す
。
詳
細
は
、

10
月
１
日
号
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

※
保
谷
駅
前
公
民
館
で
は
、
健
康
課

に
よ
る
「
健
康
な
心
と
体
を
保
つ

秘
訣
（
西
東
京
し
ゃ
き
し
ゃ
き
体

操
の
実
践
）」
を
行
い
ま
す
。
ぜ

ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

時
（
初
日
12
時
か
ら
最
終
日
16
時
ま

で
）
／
コ
ー
ル
田
無
／
伊
藤
☎
080
・

６
７
１
９
・
２
５
８
９

老
後
の
不
安
解
消
講
座
・
基
礎
応
用

　

︱
知
っ
て
納
得
！
備
え
て
安
心
！

豊
か
な
老
い
じ
た
く
を
考
え
る
会

医
療
・
介
護
、
認
知
症
、
相
続
・

遺
言
等
々
。
備
え
は
で
き
て
い
ま
す

か
。

９
月
12
日
㈯
基
礎
編
、
9
月
16
日
㈬

応
用
編
／
13
時
半
～
15
時
半
／
田
無

公
民
館
／
講
師
・
原
孝
雄
・
中
野
浩

太
郎（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
終
活
支
援
セ
ン
タ
ー
）

／
有
馬
☎
042
・
463
・
７
１
１
９

パ
ネ
ル
展

「
還
ら
ざ
る
楽
園
︱
ビ
キ
ニ
・
福
島
」

　

原
発
は
い
ら
な
い
西
東
京
集
会
�

実
行
委
員
会

50
年
以
上
前
の
ア
メ
リ
カ
の
核
実

験
で
被
曝
し
た
マ
ー
シ
ャ
ル
の
人
た

ち
と
原
発
事
故
の
被
曝
に
苦
し
む
福

島
を
中
心
と
す
る
人
た
ち
を
考
え
る
。

９
月
14
日
㈪
～
18
日
㈮
（
初
日
10
時

か
ら
18
日
17
時
ま
で
）・
20
日
㈰
10

時
～
17
時
（
子
ど
も
向
け
紙
芝
居
や

工
作
あ
り
）
／
柳
沢
公
民
館
／
谷
川

☎
090
・
７
８
３
２
・
２
５
２
４

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
コ
ン
サ
ー
ト

国
連
「
国
際
平
和
デ
ー
」
に
寄
せ
て

世
界
平
和
女
性
連
合

ミ
ャ
ン
マ
ー
と
セ
ン
ト
ル
シ
ア
の

女
性
と
子
ど
も
の
支
援
に
。
日
本
と

の
か
か
わ
り
や
活
動
報
告
。
ビ
オ
ラ

と
ピ
ア
ノ
の
音
色
が
心
に
響
き
ま
す
。

９
月
21
日
（
月
・
祝
）／
14
時
～

植
物
の
学
名
を
知
っ
て
植
物
に
よ
り

親
し
む

西
東
京
自
然
を
見
つ
め
る
会

植
物
の
和
名
に
は
日
ご
ろ
か
ら
親

し
ん
で
い
て
も
、
植
物
の
学
名
（
ラ

テ
ン
語
表
記
）
と
な
る
と
ち
ょ
っ
と

…
。
学
名
を
分
か
り
や
す
く
解
説
。

10
月
10
日
㈯
13
時
半
～
16
時

田
無
公
民
館

50
人
（
先
着
順
・
申
込
不
要
）

田
中
學
（
著
書
『
植
物
の
学
名
を

読
み
解
く
』
朝
日
新
聞
社
刊
）

100
円
（
資
料
代
）

中
村
☎
042
・
464
・
１
１
５
７

第
19
回
フ
ォ
ト
光
彩
ほ
う
や
写
真
展

フ
ォ
ト
光
彩
ほ
う
や

本
年
も
会
員
の
力
作
を
全
紙
ま
た

は
Ａ
２
の
プ
リ
ン
ト
で
楽
し
ん
で
い

た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
ご
来
場

を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

９
月
７
日
㈪
～
13
日
㈰
／
10
時
～
17

時
（
初
日
12
時
か
ら
最
終
日
16
時
ま

で
）
／
柳
沢
公
民
館
／
荒
井
☎
042
・

461
・
０
７
２
１

第
６
回
フ
ォ
ト
四
季
彩　

写
真
展

フ
ォ
ト
四
季
彩

四
季
折
々
の
心
に
残
る
風
景
写
真

を
選
び
ま
し
た
。
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ

い
。
皆
様
の
ご
来
場
を
お
待
ち
し
て

お
り
ま
す
。

９
月
８
日
㈫
～
13
日
㈰
／
10
時
～
18

時場定講￥連

　

月
９

16

㈬
日

18

　　

館
民
公
沢
柳

時場内連
事
業
計
画
・
報
告
に
つ
い
て

柳
沢
公
民
館

時
半
〜

編
集
後
記

ネ
ッ
ト
社
会
は
便
利
な
反
面
、
孤

立
化
を
生
み
出
す
要
因
と
も
な
る
。

栄
村
復
興
で
活
躍
し
た
若
い
学
生
さ

ん
の
「
つ
な
が
り
を
大
切
に
」
の
一

言
。
今
一
番
求
め
ら
れ
て
い
る
言
葉

に
触
れ
て
嬉
し
か
っ
た
。 

(

鹿)

地
域
活
動
の
活
性
化
に
、
学
生
の

存
在
は
大
き
な
要
素
で
す
。
次
へ
の

参
加
に
つ
な
が
る
よ
う
に
、
受
け
入

れ
る
側
も
考
え
て
い
く
こ
と
の
大
切

さ
を
感
じ
ま
し
た
。 

（
美
）

被
災
地
に
お
け
る
公
民
館
の
役
割

　
　

公
運
審
委
員　

上
田
幸
夫

日
本
の
公
民
館
は
、
自
然
災
害
時

の
避
難
所
と
し
て
し
ば
し
ば
取
り
上

げ
ら
れ
な
が
ら
、
そ
こ
で
そ
の
公
民

館
が
ど
の
よ
う
な
機
能
を
果
た
し
て

い
る
か
に
つ
い
て
は
、
十
分
に
明
ら

か
に
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
け

れ
ど
も
、
東
日
本
大
震
災
を
契
機
に
、

災
害
復
興
過
程
に
お
い
て
、
公
民
館

の
果
た
し
て
い
る
役
割
と
性
格
が
、

次
第
に
明
ら
か
に
な
っ
て
い
ま
す
。

被
災
の
大
き
か
っ
た
岩
手
県
・
宮

城
県
・
福
島
県
に
は
、
約
一
二
〇
〇

の
公
民
館
が
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
公
民
館
と
と
も
に
、
公
民
館

の
名
称
を
持
つ
も
の
の
、
地
域
住
民

組
織
に
よ
っ
て
自
治
的
に
設
置
さ
れ

て
い
る
い
わ
ゆ
る
自
治
公
民
館
も
あ

り
ま
す
。
そ
し
て
こ
う
し
た
地
域
の

人
々
の
生
活
と
結
び
つ
い
た
身
近
な

施
設
が
、
自
然
災
害
や
高
齢
化
す
る

地
域
の
実
情
か
ら
、
と
て
も
重
要
な

位
置
づ
け
に
あ
る
こ
と
が
浮
き
彫
り

に
な
り
ま
し
た
。
つ
ま
り
、
公
民
館

と
い
う
も
の
は
、「
身
近
な
」
場
に
設

置
さ
れ
て
い
て
こ
そ
、
そ
の
存
在
意

義
を
発
揮
す
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

ま
た
、
公
民
館
は
避
難
「
場
所
」

と
し
て
の
施
設
空
間
の
活
用
に
力
点

が
置
か
れ
た
経
緯
が
あ
り
ま
し
た
が
、

比
較
的
長
期
に
わ
た
る
避
難
の
場
合
、

そ
こ
で
の
活
動
を
生
み
出
す
職
員
・

ス
タ
ッ
フ
の
役
割
も
公
民
館
の
存
在

意
義
を
発
揮
し
て
い
た
の
で
す
。

こ
う
し
た
大
災
害
の
経
験
か
ら
学

ん
で
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

10
月
３
日
㈯
14
時
～

10
月
６
日
㈫
10
時
～

（
ど
ち
ら
も
同
じ
内
容
で
す
）

ひ
ば
り
が
丘
公
民
館

ひ
ば
り
が
丘
公
民
館
の
運
営
体

制
の
見
直
し
に
つ
い
て
（
７
・

８
月
の
懇
談
会
を
受
け
て
）

時場内
臨
時
利
用
者
懇
談
会
を

開
催
し
ま
す

ひ
ば
り
が
丘

ビ
キ
ニ
を
見
れ
ば
ふ
く
し
ま
が
見
え

る
︱
核
ニ
モ
マ
ケ
ズ

原
発
は
い
ら
な
い
西
東
京
集
会

実
行
委
員
会

マ
ー
シ
ャ
ル
の
人
た
ち
は
ア
メ
リ

カ
の
67
回
の
核
実
験
で
被
曝
。
40
年

以
上
取
材
し
て
い
る
島
田
さ
ん
の
話

と
羽
生
田
さ
ん
の
詩
の
朗
読
。

９
月
20
日
㈰
14
時
～
16
時
半
（
開

場
13
時
半
）

柳
沢
公
民
館

80
人
（
先
着
順
・
申
込
不
要
）

島
田
興
生
（
フ
ォ
ト
ジ
ャ
ー
ナ
リ

ス
ト
）、羽
生
田
有
紀（
藍
染
作
家
）

100
円
（
資
料
代
）

谷
川
☎
090
・
７
８
３
２
・
２
５
２
４

近
現
代
史
の
戦
争
を
振
り
返
る

西
東
京
風
の
会

日
清
・
日
露
戦
争
を
ふ
ま
え
て
、

満
州
事
変
・
日
中
・
太
平
洋
戦
争
に

お
け
る
一
連
の
原
因
・
経
過
・
結
末

を
ひ
も
解
く
講
演
に
し
ま
す
。

９
月
26
日
㈯
14
時
～
16
時
半

田
無
公
民
館

70
人
（
先
着
順
・
申
込
不
要
）

中
村
孝
文（
武
蔵
野
大
学
副
学
長
）

200
円
（
資
料
代
）

小
林
☎
042
・
424
・
０
４
４
５

時場定講￥連時場定講￥連

16
時
／
コ
ー
ル
田
無
／
大
人
２
千

円
・
小
中
高
生
千
円
／
瀬せ

し
も下
☎
090
・

６
５
１
２
・
０
７
３
６

女
声
合
唱　

コ
ー
ル　

フ
ァ
ミ
リ
ア

�

創
立
40
周
年
記
念
コ
ン
サ
ー
ト

コ
ー
ル　

フ
ァ
ミ
リ
ア

美
し
い
ハ
ー
モ
ニ
ー
を
目
標
に
練

習
し
て
き
ま
し
た
。
今
年
は
創
立
40

周
年
。
組
曲
や
日
本
歌
曲
を
歌
い
ま

す
。
是
非
お
聞
き
く
だ
さ
い
。

９
月
21
日
（
月
・
祝
）
／
14
時

開
演
（
13
時
半
開
場
）
／
保
谷

こ
も
れ
び
ホ
ー
ル
／
清
水
☎
080
・

５
４
５
９
・
２
６
１
８

第
17
回
水
彩
画
作
品
展

し
ら
か
ば
会

水
彩
画
の
力
作
の
数
々
を
展
示
し

ま
す
。
静
物
や
風
景
な
ど
を
描
い
て

い
ま
す
。
精
進
の
成
果
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

９
月
21
日
（
月
・
祝
）
～
27
日
㈰
／

10
時
～
17
時
（
初
日
13
時
か
ら
最
終

日
16
時
ま
で
）
／
柳
沢
公
民
館
／
堀

☎
042
・
425
・
３
８
６
２

20
周
年
記
念
コ
ン
サ
ー
トハ

ー
モ
ニ
ー

９
月
25
日
㈮
／
14
時
開
演
（
13
時
半

開
場
）
／
保
谷
こ
も
れ
び
ホ
ー
ル
／

中
瀬
☎
042
・
464
・
７
５
５
７

第
27
回
如き

さ
ら
ぎ月
会
日
本
画
作
品
展如

月
会

年
に
一
度
の
作
品
展
で
す
。
風
景
、

季
節
の
花
な
ど
50
点
、
想お

も

い
を
描
き

こ
み
ま
し
た
。
会
場「
き
ら
っ
と
」へ
、

ぜ
ひ
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

９
月
26
日
㈯
～
30
日
㈬
／
10
時
～
17

時
（
初
日
12
時
か
ら
最
終
日
16
時

ま
で
）
／
き
ら
っ
と
／
栗
山
☎
042
・

422
・
２
５
０
４

講
演
会
「
市
街
地
に
眠
る
縄
文
時
代

の
大
集
落��

国
史
跡��

下し
た

野の

谷や

遺
跡
」

東
京
雑
学
大
学

下
野
谷
遺
跡
が
西
東
京
市
唯
一
の

国
の
史
跡
と
し
て
指
定
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
遺
跡
の
現
状
や
今
後
の
課
題
に

つ
い
て
の
講
演
で
す
。

９
月
27
日
㈰
／
14
時
～
16
時
／
西
東

京
市
民
会
館
／
講
師
・
亀
田
直
美 

（
西
東
京
市
社
会
教
育
課
主
事
・
学

芸
員
）
／
受
講
料
500
円
／
菅
原
☎

０
４
２
２
・
52
・
０
９
０
８　

浅
田

☎
042
・
465
・
３
７
４
１

谷
崎
潤
一
郎
と
源
氏
物
語

細
雪
は
現
代
版
源
氏
物
語
な
の
か
？

　

21
世
紀
の
生
き
方
を

「
源
氏
物
語
」
に
学
ぶ
会

谷
崎
没
後
50
年
の
今
年
、
新
た
に

全
集
全
26
巻
が
出
版
さ
れ
評
価
の
高

ま
り
つ
つ
あ
る
谷
崎
と
源
氏
物
語
を

人
気
の
助
川
先
生
が
論
じ
ま
す
。

10
月
2
日
㈮
／
14
時
半
～
16
時
半
／

谷
戸
公
民
館
／
講
師
・
助
川
幸こ

う
い
ち逸 

郎ろ
う

（
日
本
文
学
研
究
者
）
／
参
加
費

500
円
／
谷
☎
042
・
422
・
２
１
６
９

歌
っ
て　

歌
っ
て　

心
の
健
康
を
！

ふ
れ
あ
い
仲
間
ド
レ
ミ
フ
ァ
ソ

想
い
出
の
歌
、
懐
か
し
い
歌
、
大

き
な
声
で
歌
っ
て
み
ま
せ
ん
か
！

９
月
17
日
㈭
／
14
時
～
16
時
／
保
谷

駅
前
公
民
館
／
参
加
費
600
円
／
池
田

 公民館名

保 谷 駅 前

谷 　 　 戸

柳 　 　 沢

ひばりが丘

田 　 　 無

芝　久　保

 月　  日 時間

10/3 ㈯ 10時

10/17 ㈯ 10時

10/17 ㈯ 14時

10/24 ㈯ 10時

10/30 ㈮ 14時

10/30 ㈮ 18時

３
面
か
ら
つ
づ
く


